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（Medial Tibial Stress Syndrome；MTSS）は最も発生件数の多いランニング














大学男子陸上中・長距離選手 24名（年齢 20.0±1.7歳、身長 172.7±4.8cm、
体重は 57.3±3.7kg）が研究に参加した。対象のうち 14 名が MTSS 両脚既往
者、10名が MTSS非既往者であった。本研究における MTSS既往の基準は、
①過去にランニングによって脛骨内側が痛んだことがある、②その際に圧痛が






筋および後脛骨筋とした。統計解析には対応のない t 検定を用い、MTSS 既往
者および非既往者における各筋の弾性率を比較した。 
MTSS 既往者では非既往者と比較して長趾屈筋および後脛骨筋の弾性率が有







































なお、本学位授与申請者は、平成 29年 12月 20日実施の論文内容とそれに関連した試
問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
